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キーコンセプト「AII」

•Augmented Intelligent Interaction

（知識の接触への限りなき増大）

•なぜAIIなのか

– デジタルアーカイブの課題 その活用を促しにくい

– 知識・事象の関連付け、相互参照の促進が必要

•誰もが知の編集を行える

•「集合知」の実現を目指す

•オープンデータ促進を支援する



「AII」の対極にある風景
書籍のかさばりはベルリンの壁のごとく

過去の文献をデジタル化・再利用しやすい形に
近代の資料をオープンデータ化
活用を促すためのしかけ→引用・転載促進
記述を断片化、根拠として引用・転載する仕掛け



アーカイブ支援の根本的課題

•高生産性のオーサリングツール
– オーサリング（コンテンツ制作）すると、アーカイブサ
イトが付随的にできる

•なぜアーカイブ系はメタデータ編集ツールか
– メタデータ制作という労働に喜びはない

– 学習プロセスにこそ喜びがある

•アーカイブは誰のためか
– 少なくとも自分のため＝Ｍｙポートフォリオ

– 見る人がいるという幻想は捨てる



地域づくりの方向性から見た課題

•地域知識基盤プラットフォーム

– 地域の知識・情報・技術を蓄積し活用

– 誰もが使えるようにするためのデジタル技術

•市民参加型のネットワークづくり

– 一人一人が主体的・自発的に参加できる実現施策

地域の知の拠点の分散化による

地域資源活用、知識基盤づくりの創発



知識基盤プラットフォームの方向性

インターネット

市民参加型アーカイブサービス

チーム１

チーム２

市民・大学・行政の参加で
地域資源を活用

知識基盤データを蓄積、
オープンデータとして公開

ＳＮＳ：コミュニケーション支援

ＳＮＳをお互いのネットワークづくり、
地域づくりに活用

チームＡ

チームＢ

地域づくり・観光・教育などに幅広く活用

オープンデータを

みんなで発信 みんなで活用

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等
地
域
メ
デ
ィ
ア

連
携



openSNPベース
地域SNS「おらほねっと」 2007年～

8年間運用・更新し続けている
地域ＳＮＳとしては低迷、少数者がブログ利用
グループウェアとしては有効利用

http://sns.orahonet.jp/



市民参加型ネット実運用のふり返り
第１次プラットフォーム構想 1999年

•誰でも使えるツールを作って皆で楽しもう！



PopCorn/PushCornによる
オーサリング支援 2002年

画像・動画・音声など

大量の素材も楽々自動生成

PopCorn

レイアウト不要
ページ構成を自動的に編成
相互的な関連づけを自動化
大量の素材を扱っても時間がわずか
何度でもやり直しが可能

複雑な関連づけ（リンク）
を完全自動化

コンピュータが苦手な人には

PushCornで一つ一つ簡単な

入力をするとPopCornに連動

して「はい、出来上がり！」

PushCorn

数百…
数千…
数万…

画像・動画・音声など

学習教材制作の効率化

学習者向け・誰でも使えるツール



オーサリングツール PushCorn

デジタルアーカイブ化、メタデータ編集の他、
コンテンツ編集ができるオーサリングツール



地域資源アーカイブ 学習支援は長続きする
『マッピング霞ヶ浦*』 1997～

18年間運用・更新し続けている
ページ数3200、画像数45,000
2014年追加ページ数136

http://www.kasumigaura.net/mapping/



地域文化アーカイブ
『山形県地域文化情報館』

紅花文化データベース



地域に根ざす学校の学び
子どもの学び支援 天童市立長岡小学校

市民参加型ネットmmdb.netを活用
保護者の承諾を得て子どもの様子・学習内容を発信
J-KIDS大賞 平成24年度全国ベスト8（毎年県代表）

http://www.dewa.or.jp/~t-naga01/

長岡小のPushCornによるサイトから転載



地域資源を活かした地域の魅力発信
『森の恵み地域の恵み探検隊』 2009年

http://megumi.midori-joho.gr.jp/

PushCornプラットフォームとしてアドオン開発
当初はアーカイブ指向SNSの構想
第10回インターネット活用教育実践コンクール文部科学大臣賞



学習プロセス＝制作プロセス

デジタルカメラやDVカメラ
スキャナ

実世界の文物・風物など
資料

素材（デジタル画像）
素材（デジタル画像）

所定のフォルダに格納

PushCornで画像の説明文などを入力

PopCornで生成した自分のホームページ

PushCorn・PopCorn 付加情報

PopCornのデータ 画像などの素材

実世界

素材

Webサイト

観察・調査

情報付加
関連付け

学習成果



地域資源を活用するメディアデザイン

•不変・普遍モデル 学習プロセス＝制作プロセス

– オーサリングで、アーカイブもできる

– メタデータ制作という労働に喜びはない

– 学習プロセスにこそ喜びがある

•誰のためのアーカイブか
– 少なくとも自分のため＝Ｍｙポートフォリオ

•不定形コンテンツの構造化が行えること
– コンテンツ構造化支援機能＝スーパーブログ



PushCornによるオーサリング



オープンデータ促進支援

市民参加型アーカイブ「PushCorn」

知識基盤データを蓄積、
オープンデータとして公開

ＳＮＳ「おらほねっと」

ＳＮＳをお互いのネットワークづくり、
地域づくりに活用

現行機能ですでに
RDF(RSS)自動生成対応

現行機能ですでに
RDF(RSS)自動生成対応

オープンデータ自動生成＆パ
ブリッシュによる作成支援

・ガイドライン遵守
・LinkDataに出力
・オープンデータサイト
公開・運営

誰でもどの自治体でも敷居低く、オープンデータ化に着手するための支援



CCライセンスの適用

データの著作権を保持したまま
データを自由に流通させる

CCライセンス６種類の組み合わせ

パブリックドメイン



ＳＮＳへのオープンデータ機能組込み

適用するＣＣライセンスを
コミュニティ管理者が設定



PushCornへのオープンデータ組込み

ＣＣライセンス自動生成
適用するＣＣライセンスを
サイト制作者が設定



オープンデータ生成：LinkData.org

テーブルデータ
自動生成 登録・公開



知識基盤プラットフォームの機能要件
（AII機能実現の５要件）

•データ倉庫

•AIIデータ・アーキテクチャ

•オーサリング要件・非定型文書の構造化

•地理・時系列インデクス空間への写像

•関連づけ・相互参照の編集機能



AII機能要件１
データ倉庫

地域資源等をデータ化 アップロードは一括で大量に



AII機能要件２
ＡＩＩデータ・アーキテクチャ

•データの格納構造を柔軟に扱えるようにする

•データとコンテンツが膠着しない格納先の階層
をモデル化する

•ＡＩＩデータ・アーキテクチャ

– ☆データ格納層

– ☆メタデータ層

– ☆タグデータ層

– ☆コンテンツ層



ＡＩＩデータ・アーキテクチャ

階層 説明

データ格納層 画像やテキストデータをサーバなどのどこかに格納し、い
つでも参照できるようにしておくレベル

メタデータ層 データに可読可能な情報を付加するデータのレベル

タグデータ層 タデータ、コンテンツデータに付加するもので、概念や対象
を引き出す際にすぐに検索、発見できるキーワード

コンテンツ層 ブログ記事、アーカイブ記事など組み立てられた記事や記
事の集合体



AII機能要件３
オーサリング要件：非定型文書の構造化

シーケンシャル配列
記述した順番に並ぶ

順番変更可能

マルチメディア素材
の組み合わせによる
ページの構造化

画像等データ
のグループ化

ページ分割による
コンテンツ全体の

構造化



Ａさんのアーカイブ記事

AII機能要件４
地理・時系列インデクス空間への写像

Ａさんのブログ記事
地理インデクス空間（２Ｄ/３Ｄ）

時系列(年表)インデクス空間

緯度経度

緯度経度

年月日時分

年月日時分

年月日時分

緯度経度

ブログ、アーカイブの課題
Ａさんの記事に留まる
他者からは発見されにくい→社会財にならない

インデクス空間：ネット上の大通り
多くの人を「発見」にいざなう知識増大のエントランス

オープンデータ
自動生成＋
パブリッシュ



２Ｄ/３Ｄ仮想空間とマッピング

ＳＮＳ上のデータ、ブログ、マイコンテンツを位置情報から３Ｄ
マップにマッピング表示する
マップ：２Ｄと３Ｄを切り替え（年表階層も可視化）
GoogleMaps, GoogleEarthを利用する

このイメージは「ヒロシマアーカイブ」を転載した



年表マッピング

ＳＮＳ上のデータ、ブログ、マイコンテンツを時間軸情報から
年表空間にマッピング表示する
年表：スケーラブル（拡大縮小できる）
目的別の年表を個人でもグループ（協働）でも作成できる

この年表イメージは「蚕都上田年表」を転載したもの



AII機能要件５
関連づけ・相互参照の編集支援

•実世界に対して

– 見聞したことに実世界にアノテーションを付ける

– 実世界に存在するアノテーションを転記する

•外部の資料・データに対して

– データに内在する知識・情報の外在化を促進する

– 引用・転載支援

– 引用誘導・転載誘導支援



関連づけ・相互参照の編集機能
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引用・転載
コピー支援

引用誘導・
転載誘導支援



今後に向けて

•長期運用に耐えるプラットフォームの構築

•メタデータ編集の労苦を解放し、学習意欲を引
き出す支援に転じる

•活用・オープンデータ化の方向付けからデジタ
ルアーカイブ事業を計画していく

AII機能５要件の実装
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